
『中論』第二十二章 如来の考察 
 
１． 五蘊でもなく、五蘊と別のものでもない 
   五蘊は彼の中にはなく、彼が五蘊の中にあるわけでもない 
   如来もそのような五蘊を持ってはいないのである 
   如来とは何であろうか？ 
 
２． もしブッダが五蘊に依存しているのなら 
   彼は本質を持って存在してはいないであろう 
   本質を持って存在していないなら 
   どうして彼は他のものに依存するような 
   本質を持って存在し得るだろうか 
 
３． 他の存在に依存するということがどういうことであるにせよ 
   そのことの自己性は妥当ではない 
   自己を欠いたものが 
   如来であり得るとするのは正しくない 
 
４． もし本質が存在しないなら 
   他のものに依存する本質などというものがどうして存在し得るだろうか 
   本質も他のものに依存する本質も持っていないなら 
   如来とは何であるのか 
 
５． もし如来が五蘊に依存せずに 
   存在するものであったにしても 
   「それでいて今は彼もそれに依存している」 

ということがあるかもしれない 
   したがって彼は依存性を持って存在し得るであろう 
 
６． 五蘊に依存するような 
   如来は存在しないのであるから 
   どうして依存的でない何らかのものが 
   そのように依存的に現れるということがあり得るだろうか 
 
７． 自己固執はあり得ない 
   自己に固執する者は存在しない 



   自己固執することがないのなら 
   如来はいかにして存在し得るであろうか 
 
８． すでに五つの分析（五蘊）として探究してきたことを踏まえるならば 
   同一のものでも別個のものでもないようなどんなものが 
   固執することを通して 
   如来だと考え得るだろうか 
 
９． そこで自己のものとして固執されているものは何であれ 
   本質によって存在しているのではない 
   そして何かがそれ自身によっては存在していない場合 
   他のものに依存する本質によって存在することもできない 
 
10． このように固執することと固執する者の 
   両方が、あらゆる点において空なのである 
   空である如来をどのように 
   その空によって知り得るだろうか 
 
11． 空（縁起＝空）は主張されるべきではない（非空） 
   空でない（不空＝実在＝有）は主張されるべきではない（非有） 

（＝非有非空） 
   両方ともそうである（亦有亦空）と主張されるべきではないし 

両方ともそうでない（非有非空）と主張されるべきでもない 
   それらはただ、名目においてのみ用いられるに過ぎない 
 
12.  いかにしてこの永遠や無常などの四題句が 
   寂滅の真実であり得ようか 
   いかにしてこの有限や無限などの四題句が 
   寂滅の真実であり得ようか 
 
13.  ブッダに固執していて 
   如来が実在（存在）するとする見解をとる者は 
   涅槃に到達している者についての 
   概念的構築（分別）を行っている 
 
14.  その性質において彼は空であるので 



   涅槃の後にブッダが存在するとか 
   存在しないとかいう考えは 
   妥当なものではないのである 
 
15.  すべての構築 （戯論）を超え出て行ってしまった者として 
   ブッダを認識において心に構築しようとする者は 
   そうした認識的構築を行うがゆえに 
   如来を理解することができない 
 
16.  如来の本質が何であるにせよ 
   それが世界の本質である 
   如来は本質を持っていない（無自性） 
   世界には本質がない（無自性） 


